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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月2日(2018.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調製データに基づいて薬品容器から注射器で薬品を吸引すると共に前記注射器から輸液
容器に前記薬品を注入する混注処理を実行する混注制御部を備え、
　前記混注制御部が、前記輸液容器内の液体量が減少する場合に、前記輸液容器に輸液を
補充する補充工程を実行可能である、
　混注装置。
【請求項２】
　調製データに基づいて薬品容器から注射器で薬品を吸引すると共に前記注射器から輸液
容器に前記薬品を注入する混注処理を実行する混注制御部を備え、
　前記薬品が粉薬であって、
　前記混注制御部は、前記混注処理において前記輸液容器から抜き取られる輸液の抜取り
量が、前記輸液容器に注入される液体の注入量より多い場合に、前記補充工程を実行する
、
　混注装置。
【請求項３】
　調製データに基づいて薬品容器から注射器で薬品を吸引すると共に前記注射器から輸液
容器に前記薬品を注入する混注処理を実行する混注制御部を備え、
　前記薬品が粉薬であって、
　前記混注制御部は、前記混注処理において前記輸液容器から抜き取られる輸液の抜取り
量と前記輸液容器に注入される液体の注入量との差分が予め設定された閾値以上である場
合に、前記補充工程を実行する、
　混注装置。
【請求項４】
　前記混注制御部は、前記補充工程において、前記混注処理が実行される混注処理室に予
め載置された補充用容器に収容されている輸液を前記輸液容器に補充する、
　請求項１～３のいずれかに記載の混注装置。
【請求項５】
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　前記混注処理において前記補充工程が実行される場合に、前記混注処理で使用される前
記薬品容器が少なくとも載置されて前記混注装置に供給されるトレイに補充容器を載置す
る旨を報知する報知処理部を備え、
　請求項１～３のいずれかに記載の混注装置。
【請求項６】
　調製データに基づいて薬品容器から注射器で薬品を吸引すると共に前記注射器から輸液
容器に前記薬品を注入する混注処理と、
　前記輸液容器内の液体量が減少する場合に、前記輸液容器に輸液を補充する補充工程と
、
　をコンピュータに実行させるための混注制御プログラム。
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